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1. 石油の過去
石油の起源と油田の形成といった基本的な事柄に触れて、その後にごく簡単に過去の石油探索法

について述べて、大規模な石油生産が可能にした石油探索のパラダイムについて述べる。

1.1 石油の起源　第 1図　年代表
1.2 油田の形成　第 2図　トラップとは
1.3 地震探査　　第 3図　地震探鉱

2. 石油の現在
2.1 主要な石油パラメーター

石油生産・消費の現況　　第 4・5図
石油価格の高騰―WTI 120US$@end April08
世界石油需要―2007年　日量 8613万バレル(as Petroleum)　約 3億バレル/年
世界石油供給―2007年　日量 OPECを除く 5000万バレル、OPEC 3510万バレル

合計　8510万バレル
原油価格　1998年末　WTI US$10/bbl (過去 20年での安値)

2.2 ピークオイル説とチープオイル説
石油生産のピークがいつ来るのか?」、すなわち石油生産量の予測に関して悲観論「ピークオイ

ル」と楽館論「チープオイル」の論争があり、それを唱える両者の対立構造という形で議

論が行われてきた。

2.3 ハバート・ピーク説と悲観論　第 6図　ハパート曲線
2.4 「悲観論」と「楽館論」、　　第 7図　石油
2.5 「悲観論」と「楽館論」、どちらが正しいか?

3. 石油の未来
3.1 ピークからプラトー

3.2 エネルギー価格の今後

3.3 石油探鉱・技術開発への努力

循環型社会への移行

以上

付表　過去における石油ピーク悲観論と楽観論
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　　　(出所: 森本他、石油生産量の将来予測に関する現状と動向の分析、エネルギー・資源
Vol. 29, No.2, 2008)
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